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～　各組織で支援や募金の呼びかけ　～

針路

東日本大震災
支援の輪ひろげ

職
場
に
広
が
る
支
援
の
輪県労連支援募金

　

今
回
の
震
災
は
、
い

の
ち
の
重
み
と
重
ね
合

わ
せ
で
言
葉
の
重
み
を

教
え
て
く
れ
る
▲
安
全

と
安
心
の
違
い
。
本
来
、
政
府
発
表

で
安
全
と
言
え
ば
、
国
民
は
安
心
す

る
は
ず
で
あ
る
▲
「
た
だ
ち
に
健
康

に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
常
套
句
。
一
時
間
当
り
の
数

値
を
「
年
間
の
基
準
値
」
と
比
較
す

る
「
比
較
基
準
の
す
り
替
え
」。
事

態
の
長
期
化
は
避
け
ら
れ
ず
、「
掛

け
算
が
出
来
な
い
」
と
揶
揄
さ
れ
る

の
も
当
然
。
国
民
の
不
信
感
が
募
る

▲
「
震
災
大
連
立
」。「
国
の
総
力
を

あ
げ
て
震
災
対
策
に
当
た
る
」
こ
と

に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
大
連
立

と
は
別
次
元
の
話
。
す
べ
て
を
通
す

こ
と
が
「
総
力
を
挙
げ
る
」
こ
と
に

は
な
ら
な
い
▲
救
援
、
復
興
、
情
報

提
供
の
あ
り
方
な
ど
の
深
い
議
論
と

同
時
に
、
介
護
保
険
や
国
保
法
の
改

正
案
の
徹
底
し
た
論
議
も
重
要
。
十

一
年
度
予
算
に
あ
る
米
軍
へ
の
思
い

や
り
予
算
や
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

は
、
復
興
の
た
め
の
補
正
予
算
で
は

見
直
し
が
避
け
ら
れ
ま
い
▲
原
発
の

「
安
全
神
話
」
は
、
ま
さ
に
神
話
で

あ
っ
た
。「
想
定
外
」
は
、
国
民
の

命
よ
り
企
業
利
益
や
予
算
を
優
先
し

た
た
め
に
生
じ
た「
無
責
任
領
域
」

▲
必
要
な
批
判
ま
で
抑
制
す
る
「
翼

賛
政
治
」
で
は
真
の
復
興
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。（
田
）

第
八
十
二
回

高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー

日
時
　
五
月
一
日
（
日
）

一
〇
時
よ
り

場
所
　
中
央
公
園

　
三
月
十
一
日
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
を
受
け
、
全
労
連
は
い
ち

早
く
対
策
本
部
を
設
け
、
支
援
体

制
を
取
り
ま
し
た
。
県
労
連
は
加

盟
組
合
に
募
金
を
呼
び
か
け
る
と

共
に
、
三
月
十
八
日
に
帯
屋
町
で

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

○
自
治
労
連
は
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
、

粉
ミ
ル
ク
や
紙
お
む
つ
、
タ
オ
ル
な

ど
支
援
物
資
を
送
り
ま
し
た
。
ま

た
、
各
加
盟
単
組
で
募
金
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
こ
う
ち
生
協
労
組
は
理
事
会
と

共
同
し
、
人
的
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
四
月
三
十
日
ま
で
に
合
計

十
八
名
を
福
島
県
へ
派
遣
し
ま

す
。
ま
た
、
四
月
二
日
に
は
労
組

と
し
て
コ
ー
プ
よ
し
だ
店
前
で
来
店

者
に
募
金
を
訴
え
ま
し
た
。

○
県
教
組
は

「教
育
通
信
」
で
全

教
職
員
へ募
金
を
呼
び
か
け
、
募

金
は
主
に
学
校
の
復
興
な
ど
の
た

め
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

○
高
教
組
は
復
興
支
援
と
共
に
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
の
防
災
や
備

え
な
ど
の
見
直
し
を
ビ
ラ
も
作
り

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

○
県
医
労
連
は
加
盟
組
合
に
募
金

を
訴
え
、
病
院
と
一
緒
に
な
り
人

的
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
単
組

も
あ
り
ま
す
。

○
こ
の
他
に
も
建
交
労
、
ミ
ロ
ク

製
作
所
労
組
、
宇
治
電
化
学
労

組
な
ど
多
く
の
職
場
で
、
立
場
の

違
い
を
超
え
大
き
な
支
援
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

懸
念
さ
れ
る
雇
用
不
安

コープよしだ店前

　
県
内
の
製
造
業
で
も
自
動
車
関

連
や
被
災
地
に
顧
客
を
持
つ
企
業

な
ど
で
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

県
は
今
の
と
こ
ろ
内
定
取
り
消
し

な
ど
の
情
報
は
つ
か
ん
で
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
今
後
雇
用
調

整
助
成
金
の
申
請
は
増
え
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
注
視
が
必

要
で
す
。

防
災
対
策
の
強
化
を

　
全
労
連
は
既
に
政
府
に
支
援
、

復
興
対
策
の
強
化
や
原
発
政
策
の

見
直
し
な
ど
の
要
望
を
し
て
い
ま

す
。
県
労
連
と
し
て
四
国
電
力
へ

の
申
入
れ
を
四
国
規
模
で
計
画
し

て
い
ま
す
。
学
習
会
の
開
催
や
自

治
体
と
共
同
し
た
防
災
対
策
の
見

直
し
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。



(2)２０１１年４月１０日　　  　 　　高　知　県　労　連　　　　　　　　　   　　　　　ＮＯ．１２８

ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

九
十
二
名
が
参
加
で
情
勢
を
学
ぶ

　
三
月
二
十
五
日
の

「Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

仕
事
お
こ
し
」
を
最
終
回
に
、
二

〇
一
一
春
・
ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が

終
了
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
者
は
合
計
九
十
二
名
に
の
ぼ

り
、
参
加
者
は
県
内
の
雇
用
行
政

や
地
域
経
済
、
簿
記
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

つ
い
て
学
び
、
県
労
連
と
し
て
雇

用
問
題
に
も
う
一
歩
踏
み
込
む
手

が
か
り
を
掴
み
ま
し
た
。

　

　
全
国
一
斉
・
解
雇
・
雇
い

止
め
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
を
、
三
月
四
日
に
行
い
ま

し
た
。
県
労
連
・
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
対
応

し
ま
し
た
。

　
県
労
連
の
事
務
所
に
は
、

開
始
の
十
時
前
か
ら
相
談

の
電
話
が
、
入
っ
て
き
ま
し

た
。
激
安
美
容
室
で
働
い
て

い
る
労
働
者
か
ら
、
数
十

項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
あ

り
減
給
さ
れ
、
時
給
が
最

低
賃
金
を
下
回
っ
て
い
る
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
も
病
気
休
職
中
に

解
雇
通
告
を
受
け
た
な

ど
、
様
々
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｒ

Ｋ
Ｃ
テ
レ
ビ
な
ど
が
、
取
材

に
訪
れ
、
関
心
の
高
さ
が

労働相談ホットライン
情勢反映し相談相次ぐ

日
時
　
四
月
二
十
九
日

（日
）
十
一
時
～
十
五
時

場
所 

　
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
帯
屋
町
パ
ラ
ソ
ル
前

　
今
回
の
ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
、

「
労
働
組
合
と
雇
用
政
策
」
が

テ
ー
マ
。
こ
れ
ま
で
県
労
連
と
し

て
雇
用
問
題
の
要
求
を
ま
と
め
、

県
や
労
働
局
と
話
し
合
い
を
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
相
談
活

動
、
生
活
問
題
を
含
む

「あ
っ
た

か
村
相
談
会
」
の
活
動
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
県
労
連
と
し
て
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
だ
雇
用
問
題
で
の

取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
仕
事
作
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

通
し
た
活
動
に
つ
い
て
も
学
び
、
研

究
し
ま
し
た
。
講
師
に
も
、
労
働

局
雇
用
対
策
課
や
高
知
大
学
人

文
学
部
准
教
授
、
高
知
工
科
大

学
准
教
授
、
高
知
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
様
々

な
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
迎
え

ま
し
た
。

　
第
四
回
の
講
座
は
青
年
部
が
担

当
し
、
三
十
二
名
が
参
加
し
、
賃

金
論
と
模
擬
団
交
を
行
い
ま
し

た
。
賃
金
論
の
講
師
は
県
労
連
田

口
書
記
長
が
務
め
ま
し
た
。
賃
金

の
成
り
立
ち
や
、
搾
取
の
仕
組
み

な
ど
を
学
ぶ
と
共
に
、
富
の
再
分

配
な
ど
、
労
働
者
が
人
と
し
て
生

活
し
て
い
け
る
賃
金
と
は
ど
う
い
っ

た
も
の
な
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
民
間
と
自
治
体
の
２

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
経
営
者

側
や
行
政
側

（県
労
連
役
員
）
と

賃
上
げ
、
賃
下
げ
撤
回
の
模
擬

団
交
を
行
い
ま
し
た
。
経
営
者
側

の
鋭
い
返
答
に
、
次
第
に
労
働
者

側
も
熱
を
帯
び
、
本
番
さ
な
が
ら

の
白
熱
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、

最
終
で
二
十
件
と
な
り

ま
し
た
。

　
日
頃
の
相
談
件
数
も
増

え
て
い
ま
す
が
、
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
通
じ
て
、
さ
ら

に
相
談
セ
ン
タ
ー
の
認
知

度
の
高
ま
り
を
感
じ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

　
大
震
災
に
よ
る
雇
用
への
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
雇
用
・労
働
・生
活
・

税
・法
律
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
今
回
は
東
日
本
大
震
災
の
支

援
募
金
の
呼
び
か
け
や
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
防
災
ブ
ー
ス
も
設
置

し
ま
す
。

『
あ
っ
た
か
村
・
何
で
も
相
談
会
』

開
催
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樫やん奮戦記⑭

ワールドピースナウ

郵産労非正規ホットライン

香美労連交流会

　３月２４日、 「World Peace Now

“３ ・ ２０” 武力で平和はつくれない

高知県民集会」 が開かれました。

東日本大震災を受け、 今年は震

災復興 ・ 原発反対のテーマが加わ

りました。

　
三
月
は
、
春
の
全
国
一
斉

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

含
め
五
十
五
人(

う
ち
女
性

三
十
人
、
男
性
二
十
五
人)

か
ら
、
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
年
齢
は
、
二
十
代

二
人
、
三
十
代
九
人
、
四

十
代
六
人
、
五
十
代
二

人
、
六
十
代
四
人
、
不
明

三
十
二
人
。
雇
用
形
態

は
、
正
規
十
二
人
、
パ
ー

ト
・契
約
・ア
ル
バ
イ
ト
十
二

人
、
臨
時
四
人
、
派
遣
四

人
、
不
明
二
十
三
人
。
相

談
内
容
は
、
解
雇
・
雇
止

め
十
人
、
退
職
強
要
二

人
、
賃
金
・不
払
い
残
業
十

四
人
、
労
働
条
件
切
り
下

げ
二
人
、
労
働
時
間
・
休

暇
五
人
、
パ
ワ
ハ
ラ
一
人
、

医
療
二
人
、
労
災
四
人
、

雇
用
契
約
一
人
、
派
遣
問

題
二
人
、
配
置
転
換
一

人
、
そ
の
他
一
一
人
。
組
合
加
入
は
四

人
で
し
た
。
昨
年
十
月(

労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
総
会
後)

か
ら
の
累
計
は
、
相
談
者

数
二
〇
七
人
、
組
合
加
入
数
二
十
二

人
で
す
。
許
せ
な
い
雇
止
め
事
例
の
紹

介-

高
知
県
の
指
定
管
理
施
設
で
働
く

女
性
二
人
が
、
次
年
度
の
雇
用
契
約

（有
）と
約
束
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
年
三
月
末
で
雇
止
め
さ
れ

ま
し
た
。
同
施
設
で
は
県
庁
の
天
下
り

職
員
（事
務
局
長
）
が
異
常
な
ま
で
に

権
限
を
誇
示
す
る
中
で
二
人
の
女
性
に

対
し
、
恣
意
的
に
自
作
自
演
の
「雇
用

契
約
終
了
」
の
理
由
を
つ
け
雇
止
め
を

し
て
き
ま
し
た
。
同
財
団
の
言
う
二
人

に
対
す
る
雇
止
め
理
由
は
「仕
事
よ
り

私
事
を
優
先
し
、
業
務
の
遂
行
に
非
協

力
的
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
。
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
雇
止

め
さ
れ
た
女
性
の
一
人
は
母
子
家
庭
。

今
年
一
月
、
前
も
っ
て
小
学
生
の
子
ど

も
の
四
月
の
入
学
式
に
出
席
す
る
た
め

に
と
、
勤
務
日
の
振
り
替
え
を
申
し
出

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
財
団
は
仕
事
よ

り
私
事
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
る

と
。
も
う
一
人
の
女
性
に
つ
い
て
も

他
の
職
員
よ
り
休
日
を
多
く
希
望
し

て
く
る
か
ら
と
、
雇
止
め
の
理
由
に

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
入
学
式
へ

の
出
席
は
誰
も
が
共
通
す
る
親
心
。

社
会
通
念
か
ら
し
て
も
あ
た
り
前
の

は
ず
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
り
の
女
性

の
休
暇
届
け
に
つ
い
て
も
他
の
職
員
の

届
出
数
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
し

か
も
財
団
は
休
暇
を
認
め
て
お
ら
ず

何
ら
業
務
の
遂
行
に
支
障
は
き
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
公
務
・
公
共
業
務
の

委
託
を
ま
か
さ
れ
て
い
る
財
団
が
事

実
を
ゆ
が
め
身
勝
手
な
理
由
を
つ
け

問
答
無
用
に
労
働
者
を
切
り
捨
て
る

な
ど
断
じ
て
許
さ
れ
る
は
ず
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
人
の
女
性
は
高
知
一
般

労
組
に
加
入
し
、
不
当
な
雇
止
め
撤

回
・継
続
雇
用
を
求
め
る
た
た
か
い

を
気
丈
に
進
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
全
面
支
援
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東日本大地震をうけて考える

　３月２９日、 香美労連交流会を

開催しました。 １１名が参加し、 職

場や組合について交流を行いまし

た。 今後も香美労連発足準備会に

向け、 交流を図っていく予定です。

　３月３０日、 震災を考える会が主

催し、 「東日本大地震をうけて考え

る」 の学習会を行いました。 高校地

学の教員でもある高教組谷内書記

長を講師に、 地震のメカニズムや

南海大地震の予想被害、 対策を

学習しました。

建
交
労
農
林
支
部
四
万
十
監
督
署
に
要
請

 

四
月
五
日
、
建
交
労
農
林
支

部
は
、
四
万
十
労
働
基
準
監
督

署
へ
、
労
組
員
の
労
災
認
定
を

迅
速
決
定
す
る
こ
と
な
ど
求
め

て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
前
段
の
集
会
に
は
、
建
交
労
農

林
支
部
を
中
心
に
九
〇
名
以
上

が
参
加
し
、
労
災
申
請
か
ら
一

年
以
上
経
過
し
て
い
る
労
働
者
の

早
期
認
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
で
は
、
建
交
労

県
本
部
の
武
田
委
員
長
が
、
「
こ

の
事
態
を
許
せ
ば
、
次
の
人
に

も
続
い
て
し
ま
う
。
次
の
人
の
た

め
に
も
頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
今
回
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
、
労
組
員
の
古
味
さ

ん
が
決
意
を
述
べ
る
と
、
会
場
か

ら
は
、
拍
手
と

「
が
ん
ば
れ
ー
」

と
い
う
声
援
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
次
に
山
本
書
記
長
が
、
基
調

報
告
を
行
い
、
こ
の
申
し
入
れ
に

至
る
経
緯
な
ど
を
参
加
者
に
説

明
し
ま
し
た
。

　
集
会
後
に
、
四
万
十
監
督
署

前
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
、

同
署
へ
の
申
し
入
れ
に
臨
み
ま
し

た
。
そ
の
間
、
宣
伝
カ
ー
で
四
万

十
市
内
を
街
宣
し
ま
し
た
。

監督署前でシュプレヒコール県労連と郵産労は、 ３月 24 日 「郵

政非正規社員雇い止めホットライ

ン」 を行いました。 10 時から 20 時

まで県労連で電話相談に応じ、 複

数回契約を更新してきた労働者が

突然契約の打ち切りで相談に。 組

合に加入し闘いを始めました。



(4）２０１１年４月１０日　　　   　　　　高　知　県　労　連　　　　     　　　　　　　ＮＯ．１２８

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

と
、
機
関
紙
の
感
想
、
組
合

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
記
入
の
上
、
県

労
連
書
記
局
宛
に
お
送
り

下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ｅ
メ
ー
ル
）締
め
切
り
は
翌

月
の
二
十
日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

〔
タ
テ
の
キ
ー
〕 

①
内
縁
関
係

〔ヨコのキー〕

①月下氷人 ⑤戦
地へ送った　　
　袋 ⑥高級。○
○レベル ⑦教科
書を理解するた
めに　　　を買

５

９

う ⑨とうがんは
○○の仲間 ⑪お
さなご ⑬哨戒、探
知などの軍務のた
め訓練された犬　
　　

１１ １２

当
選
者
の
発
表
！

　
１
２
７
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
答
え
は「
ホ
リ
ゴ
タ
ツ
」で
し
た
。

　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
選
を

逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　

　
　
　
尾
﨑
　
淳
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
年
金
者
組
合
）

　 
　

　
　
　
中
山
　
裕
康
さ
ん

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　（
県
教
組
）

　
　
　
祝

８

１

に
あ
る
妻
　
②
相
談
役
。　
　
　
弁

護
士
　
③
列
車
の
　
　
　
表
　
④
西

洋
諸
国
の
人
　
⑥
両
国
間
の
○
○
渡

し
　
⑧
降
水
量
と
ほ
ぼ
同
義
　
⑩
○

○
が
峰
に
立
つ
　
⑫
○
○
を
狙
う
。

上
司
の
○
○
が
い
い

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

４２

７

３

６

１０

　　こうち労働相談センター

電話受付時間延長のお知らせ

１３

　
・
四
月
二
十
九
日

（金
）

３月１９日（土）より

平日（平日9時～18 時）にくわえ

土曜・日曜も１０時～１６時に

電話相談を受け付けます

フリーダイヤル

０１２０－３７８－０６０

ＨＰがリニューアル

　
県
労
連
は

携
帯
サ
イ

ト
を
開
設

し
ま
し
た
。

携
帯
か
ら
の
ご
相
談
も
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
で
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出会い応援企画 メ
ー
デ
ー
前
夜
祭

｢

Ｉ･

出
会
い
博｣

開
催
決
定
！

　
県
労
連
青
年
部
や
、
そ
の
他
の

青
年
団
体
で
組
織
さ
れ
る
青
学
連

が
、
第
二
回
「Ｉ
・
出
会
い
博
」
実

行
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
前

回
は
男
女
三
十
名
で
、
出
会
い
を
メ

イ
ン
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
今
回

は
六
月
五
日
（日
）の
開
催
を
目
指

し
て
計
画
中
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県労連のホームページをリニューアルし

ます。 各コーナーなども見やすくなり、

署名のダウンロードもできるようにしま

す。 ぜひご覧下さい。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
天
災
の
野
を
駆
け
巡
る

　
　
　          

　                

　
（源
朝
光
）

安
全
を
言
う
そ
の
口
に
舌
二
枚

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　 

（源
朝
光
）

被
災
地
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ー
デ
ー
川
柳
を
募
集
中

映
画
上
映
会
！

　
・
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館

長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『明
日
へ紡
ぎ
つ
づ
け
て
』

　
・
前
売
り
券
一
〇
〇
〇
円

（当
日
一
三
〇
〇
円
）

①10：00 ～11：34

②12：00 ～13：34

③14：00 ～15：34

④16：00 ～17：34

⑤18：00 ～19：34

時
事
川
柳

人
体
に
安
全
と
い
い
避
難
指
示

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　 

（唐
平
）

こ
の
空
に
つ
づ
く
戦
の
な
い
世
界

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　 

（幸
泉
）


